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伸び，1960 年ごろにかけて 20 万 ha を超える作付
面積を維持していた。その後，まず大豆がほぼ 10
年程度でピークの 78,100 ha（1960 年）から 10,000
ha（1970 年）まで減少したことの他，菜豆も 92,800
ha（1958 年）をピークとして，小豆も 68,000 ha（1961
年）をピークに若干の増減を経ながら作付面積を落
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としていったことで，マメ類の作付面積の合計は 10
年で半減（1959 年：229,600 ha → 1969 年：112,500
ha）する。その後 1970 年代の初めや 1980 年代初め
などいくつかの時期で面積を回復する動きがあった
ものの，全体的には大凶作を受けた 1993 年にマメ




大しつつある。作目別では 1950 年代半ばから 1970
年代初めまでは菜豆の作付面積が最も大きかった
が，徐々に，ただしほぼ一貫して作付面積が減少し
ており，2018 年時点では 6,790 ha とマメ類の総作
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図 1 北海道における豆類の作付面積の推移
資料：⽛作物統計⽜各年次より作成。
表 1 北海道における振興局別豆類作付面積（2015 年） （単位：ha，％）
作付面積 構成比（面積合計＝100） 構成比（地域計＝100）
計 大豆 小豆 菜豆 計 大豆 小豆 菜豆 計 大豆 小豆 菜豆
合計 64,928 33,927 21,451 9,550 100.0 52.3 33.0 14.7 100.0 100.0 100.0 100.0
空知 9,962 9,470 484 8 100.0 95.1 4.9 0.1 15.3 27.9 2.3 0.1
石狩 3,347 2,630 699 18 100.0 78.6 20.9 0.5 5.2 7.8 3.3 0.2
後志 3,455 1,510 1,943 2 100.0 43.7 56.2 0.1 5.3 4.5 9.1 0.0
胆振 2,640 1,390 1,101 149 100.0 52.7 41.7 5.6 4.1 4.1 5.1 1.6
日高 90 50 40 0 100.0 55.6 44.4 0.0 0.1 0.1 0.2 0.0
渡島 721 547 174 0 100.0 75.9 24.1 0.0 1.1 1.6 0.8 0.0
檜山 1,992 1,570 422 0 100.0 78.8 21.2 0.0 3.1 4.6 2.0 0.0
上川 8,840 6,800 1,506 534 100.0 76.9 17.0 6.0 13.6 20.0 7.0 5.6
留萌 936 830 102 4 100.0 88.7 10.9 0.4 1.4 2.4 0.5 0.0
オホーツク 4,056 1,600 1,595 861 100.0 39.4 39.3 21.2 6.2 4.7 7.4 9.0























は，50 代の経営主と 40 代の妻に 70 代の母が補助的
に入る家族経営で経営面積は 50 ha あまりである。
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表 2 調査事例における労働力の概況 （単位：歳，日，人）
町名 豊頃町 更別村 本別町















年齢 52 42 57 57 58 58 55 71
年間日数 250 250 250 250 365 300 200 200
妻
年齢 49 42 56 58 58 57 55 68
年間日数 250 250 250 250 365 250 200 100
長男
年齢 30 28 33 23








年齢 73 67 83 81



























































の平均経営面積は 50 ha 程度であることから，経営
面積的には平均的な経営ではあるが，畑作としては





村 A 経営は 50 代の経営主夫婦と 30 歳前後の長男
夫婦による二世代畑作経営で，経営面積は 50 ha 規
模とほぼ平均レベルと考えられる。⚒戸目の更別村
B経営は 50 代経営主夫婦に 20 代の長男が加わる二
世代家族経営である。こちらの経営面積は 90 ha 規
模で，2015 年の農林業センサスにおける更別村の平




営である。経営面積は 30 ha 余りで，2015 年センサ
スの同町平均経営面積 33 ha と比べてもほぼ平均レ
ベルの経営と位置づけられる。本別町 B 経営は 50
代の経営主夫婦と 30 代の長男夫婦が力を合わせる
二世代家族経営でホルスタインの預託も行う耕畜複
合経営であるが，畑地だけをみても 60 ha 近くの経
営を行う本別町では大規模層に分類される経営であ

















小豆の約 20 ha であった。本経営は金時，手亡，大
豆などマメ類をいずれも積極的に栽培していること
がわかるが，中でも手亡を 7 ha 栽培していてこれ
は調査事例の中でも最大規模である。一方豊頃町 B
では加工用馬齢しょとの作業競合を理由に 2017 年
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計 53.0 98.0 55.0 83.0 30.8 57.6 18.0 9.3
自作地 47.0 80.0 45.1 62.0 13.8 34.3 16.0 9.3
借入地 6.0 18.0 9.9 21.0 17.0 23.3 2.0 －
貸付地 － － － － － － － －
牧草地
計 － － － － 2.1 15.3 － －
自作地 － － － － 2.1 5.8 － －
借入地 － － － － － 9.5 － －
貸付地 － － － － － － － －
その他
計 － － － 10.0 － － － －
自作地 － － － 8.0 － － － －
借入地 － － － 2.0 － － － －
貸付地 － － － － － － － －
総計
53.0 98.0 55.0 93.0 32.9 72.9 18.0 9.3
自作地 47.0 80.0 45.1 70.0 15.9 40.1 16.0 9.3
借入地 6.0 18.0 9.9 23.0 17.0 32.8 2.0 0.0
貸付地 － － － － － － － －
資料：聞き取り調査（2018 年⚘月）により作成。
注：⽛－⽜は解答なし。
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表 4 調査事例における作付状況（2017 年）
（単位：面積：ha，反収・生産量：kg，総販売額：千円）
町名 豊頃町 更別村 本別町
事例名 Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
金時
面積 4.0 3.3 7.2 8.1 3.8 － 1.5 2.1
反収 281 281 330 304 － － 240 203
生産量 11,240 9,260 － 24,594 － － － 4,100
総販売額 4,992 － 10,281 10,000 2,000 － 1,500 1,716
面積（2018） 4.3 － 5.5 8.3 2.2 － 0.5
手亡
面積 4.9 7.0 4.5 1.0 － － － －
反収 309 323 390 445 － － － －
生産量 15,140 22,630 － 4,455 － － － －
総販売額 4,808 － 5,660 1,300 － － － －
面積（2018） 1.2 － 6.8 1.4 4.3 － － －
小豆
面積 10.2 20.4 4.5 5.4 4.4 7.2 2.0 －
反収 278 361 324 288 260 252 200 －
生産量 29,310 73,550 － 15,566 － 18,144 －
総販売額 11,753 － 5,591 6,500 320 7,560 1,500 －
面積（2018） 8.9 － 2.2 － － 1.0 －
大豆
面積 － 7.1 － 8.6 2.6 1.5 － 2.1
反収 － 346 － 363 120 252 － 259
生産量 － 24,540 － 31,158 3,780 － 5,440
総販売額 － － － 6,500 700 882 － 306
面積（2018） － － － 8.1 3.2 － －
秋播き小麦
面積 17.1 17.3 11.1 22.4 6.9 20.0 4.0 5.2
面積（2018） 20.8 29.0 10.3 21.5 7.4 － 4.0 5.8
馬齢しょ
（生食用）
面積 － － 4.9 － － － － －
面積（2018） － － 4.6 － － － － －
馬齢しょ
（加工用）
面積 0.8 20.0 7.7 － － 13.5 － －
面積（2018） 0.8 － 7.4 － 3.6 － － －
馬齢しょ
（澱粉用）
面積 6.4 10.5 2.0 17.4 － － － －
面積（2018） 6.0 － 3.0 18.7 － － － －
馬齢しょ
（種子用）
面積 － － － － 6.1 － 4.0 －
面積（2018） － － － － 6.1 － 4.0 －
てん菜
面積 7.1 11.5 13.6 18.8 6.5 12.8 5.5 －
面積（2018） 7.4 15.3 19.2 5.5 － 5.5 －
スイート
コーン
面積 1.8 － － － － － － －
面積（2018） 2.4 － － － － － 0.7 －
その他
品目 － － － － － － アスパラ －
面積 － － － － － － 0.7 －
面積（2018） － － － － － － － －
その他
品目 － － － － － － キャベツ －
面積 － － － － － － － －
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表 5 豆類の作付け経験について
町名 豊頃町 更別村 本別町
事例名 Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
金
時












作付け経験 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
作付けを止めた ○ ○ ○






















作付け経験 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
作付けを止めた ○ ○ ○
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表 7 豆類の評価と課題
町名 豊頃町 更別村 本別町













































価格が安定しない ○ ○ ○






























個別報告（2019 年⚙月 12 日）にて発表した内容
を取りまとめたものである。
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